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はじめに

あ る意味 で,言 語教育 と芸術教 育 とは,

相反す る部分 をもつ ように思 われる方 もお

られ るで あろう。言語に よる コミュニケー

シ ョンに よって伝 え きれ ない部分 を表現

し,感 受す るのが芸術 活動 である と考 えれ

ば,そ の ようにも捉 えられる。

一方 ,芸 術教育 において も,授 業の際 に

は,教 師が話 し生徒 が聞 く,生 徒 どうしで

話 し合 う,生 徒が発表 し皆 で聞 く,板 書 を

ノー トす る,ワ ー ク シー トに書 き込 む と

いった言語活動が行われている。特 に鑑賞

指導 の帰着点 として,鑑 賞 した結果 を発表

す る,記 述す るなど,言 語化 に よるこ とも

多 い と予想 され る。

さ らに,書 道教育の場合,書 道 自体の特

質 か ら考 えて お くべ きこ とが あ る。一 つ

は,直 観的 な見方 に関する ことであ り,も

う一つ は,こ とば を書 くとい う点 であ る。

特 に言語教育の中核 である国語科 に位置

付 け られた書写 との関係 につ いては,こ れ

まで もその関係性 や指 導の継続性 について

議論 されて きた ところである。

本稿で は,書 道教育 の鑑賞 と表現 におけ

る言語活動,こ とばを書 く芸術活動 として

の書道の特質,国 語科書写 との関係などか

ら,ど のように言語活動の充実とかかわる

のかを検討 していきたい。

充実すべき言語活動に
ついて

まず,充 実す べ き言語 活動 と して ど う

い った こ とを イメー ジすべ きな のだ ろ う

か。

平成20年1月 の 【中央教育審議会答申】

「幼稚 園,小 学校,中 学校,高 等学校及 び

特 別支援学校 の学習指導要領等の改善につ

いて」 では,言 語 を 「知的活動(論 理 や思

考)」 と 「コミュニ ケー シ ョンや感性 ・情

緒」の基盤 とい う面か ら捉 えてい る。欧米

型 のは っ き りした主張 をす るた めの能力

や,論 理や 思考 といっ た面の 能力 に限 ら

ず,感 情 ・情緒的 な部分を含 むものである

ことが分 かる。

また同答 申で は具体的活動例 をあげてい

るが,芸 術 の場 合,「 鑑賞」 におけ る言語

活動 や,作 品 について批評 し合 う活動 な ど

が示 され て い る。 また,「 体 験 か ら感 じ

取 った こ とを言葉 や歌,絵,身 体 な どを

使 って表現 す る(音 楽,図 画工作,美 術,

体 育 等)」 と,身 体 表現 に も触 れて お り,
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発達段階によっては,言 語活動をかなり広

範囲に捉えるべ きであることが理解で き

る。

以上より書道の場合,鑑 賞における言語

化など比較的狭義の言語活動と,身 体表現

として示されるような比較的広義の言語活

動 とから検討すべきであると考える。

芸術と書における
非言語的側面

書道の授業 で も,教 師が表現方法 などを

ことばで説明 した り,生 徒 が相互の作品に

こ とばで感 想 を述 べ 合 った りしてい る。

「書道1」 「B鑑 賞」の ア とその解説 に示 さ

れているように,コ ンピュー タな どの情報

機器 と手書 きの差 を話 し合った り,毛 筆等

で書かれた表札 ・看板 ・碑 や商品等の ラベ

ルの印象 を話 し合 った りす る活動 は,生 徒

が書道への関心 を高 める方策 となるであろ

う。

一方,芸 術の意義 として,言 語化 で きな

いことを,他 の表現方法 を用いて表す こ と

が あ る。 人 と人 との コ ミュニ ケー シ ョン

は,コ ンピュー タのプログラ ミング言語 の

ように単純 な ものではな く,ま た全ての概

念や感興 が,狭 い意味での言語で表現 しき

れるわけではない。

す ばらしい芸術作品に対 して,感 動で こ

とばにならないこともあろ う。豊か な感受

性 を もっていて も,言 語化す るこ とを得意

としない人 もいるだろう。そのこ とを忘れ

てはならない。

さらに,日 本や東 アジアの コミュニケー

シ ョンの特徴 として,「 以心伝心」 とい っ

た文化があ ることは,よ く指摘 される とこ

ろである。何 らかの概念や感興 を,言 語 に

置 き換 えて説明するのではな く,そ の もの

を直接的あ るいは直観 的に伝 えようとす る

意識 ともい えよう。 このこ とは,東 洋の芸

術 としての書道に もいえるはずで,禅 僧の

書,墨 跡の感受の ように,無 心 の境地で受

け止め ることを最善 とするこ ともあ る。

ただ し,そ れ らの ことが言語活動 の軽視

につなが るわけで はない。芸術 の意義や,

東 洋 の芸術 ・文化 の特 徴 を理 解す る こ と

も,言 語 に関 わる文化 の意識 化 とい う点

で,重 要 であ ろ う。 内容 の深 さに よっ て

「書 道1」 か ら 「書 道 皿1」まで位 置付 け は

様 々で あって も,そ のための教 育 と して,

書 道が果 たす役割 は大 きいはずである。伝

統 と文化 の尊 重 に関す る教 育 の充実 の た

め,ま た国際化の ため にも,私 たちの文化

の特徴 を理解 してお きたい。

表現と言語化の効果

前 述 した東洋 的芸術 観 か らす れ ば,書

は,優 れた古典作 品を臨書す る中で,自 然

と溢れて くる個性 を大切 にす るような在 り

方 を想起 しやすい。 しか し,意 図的 な教育

活動 であ る書 道教 育で は,「 意図 に基づ く

表現 を工夫する こと」へ と結 び付 ける必要

が ある。

た とえば,小 学校 での書写 の授業 におい

て,「 どん な工 夫 をす れば よいか?」 と問

いかけた ときに,児 童が 「バ ラ ンス よく書

く!」 と返答す るこ とがあ る。 その結果,

直感 的に整 えて書 くことで向上す る児童 も

いるだろ うが,具 体的 にどうした らよいか

分か らず,あ ま り向上 しない児 童 もいる。

直すべ き箇 所が,点 画 なのか 字形 なのか,

字形に して も,長 さ ・角度 ・間隔……なの

か を具体化 で きない ということであ る。そ
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の結果,上 達せず,自 分 の文字 に自信 を も

て なかった りす る。

同 じこ と を,高 等 学校 の書道 で考 えた

際,カ ッコイイ作 品,力 強い作 品……を書

きたい と希望 して も,具 体的な要素が 明確

になっていなければ,や は りその ように書

くことが で きないことがあ り得 る。従来か

ら,用 具用材,線 質,字 形 ・配置 な どの要

素 を具体化 して指導 して きたのは,実 際の

表現 につ なげてい くため に,そ れ ら要素の

具体化=言 語化が有効 だか らである。書道

にお いて,直 観的な在 り方を文化 として理

解 す る こ と も必 要 で あろ うが,言 語化 に

よって表現の効果 をはっ きり意識す ること

も重要 なのである。

書道教育における表現 と鑑賞とは,関 連

する。たとえば,臨 書を創作に生かす とい

う構造において,そ の過程で鑑賞が機能す

る。

仮に 「力強い作品」のための具体的要素

として,「線の太さ」「方筆」……があると

すれば,「 ～な作品」の部分 と,具 体的要

素 とを区別 してお くことも,言 語活動を有

効に機能させるためのポイントである。

前者は,作 品の鑑賞における抽象的要素

あるいは内面的要素として位置付けられる

だろうし,後 者は具体的要素あるいは外面

的要素 といえるだろう。

具体的要素あるいは外面的要素の言語化

は,「A表 現」に示されている要素を抜 き

出し,「用具 ・用材」「線質」「字形」「大き

さ」「構成」 とその詳細な内容を列挙する

ことでも可能である。
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一方 ,抽 象 的な要素の言語化 は,難 しい。

先 に 「力強い表現 」 とい う例 をあげたが,

書の作品が,そ の ような単純 な ものでない

ことは言 を待 たない。その ことは,伝 統的

な書論か らも明 らかで,作 品の感興 を直接

的 に表現 するこ とが難 しい場合 には,比 喩

法 など,他 の 自然現象等 を借 りて表現す る

などして きた。 また上田桑鳩 は,精 神 的な

美 しさの要素 として,性 情 ・気品 ・気韻 ・

韻致 ・情緒 ・醜力 をあげ,感 覚的な美 しさ

の要素 として,明 暗 ・軽重 ・暖冷 ・潤渇 ・

動静 ・素朴/優 雅 ・稚拙/巧 緻 ・澄 んだ/

含 蓄のある ・整斉/複 雑 な,を あげている。

この例か らも複雑 さや深 さが分かろう。

鑑賞指導 を,直 感 的鑑賞 ・分析的鑑賞 ・

総合的鑑賞の3段 階か ら行 うこ とは知 られ

たところである。単純 に考える と,直 感 的

鑑賞は抽象 的要素 ・内面的要素 と結び付 き

やす く,分 析的鑑賞は加 えて具体的要素 ・

外面的要素 と結 び付 きやす く,総 合的鑑賞

は,作 家論や時代 ・文化 的背景や様式美 な

ど と結 び付 きやす い。分析 的鑑 賞 にお い

て,言 語化 された各要素を一つ一つ確認 し

てお くことは,書 の見方 を理解 し違いを分

か ってい くために も重要なこ とである。 ま

た,総 合 的鑑賞 において,文 字 を書 くこと

についての文化的背景 を読 み ・聞 き知 る活

動 は,言 語文化の理解 その もの として も重

要だ と考 える。

注 意 しなければな らないのは,直 感的鑑

賞の段階で,心 の動 きな どの言語化 に無理

がないようにす ることである。 ことばで う

まく表現で きる生徒 もいるだろうが,そ う

で はない場 合,何 も感 じ取 れ てい ないの

か,感 じ取 っていて も言語化がで きていな

いのか によって,対 応が異 なる。何か を感
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じ取 っているとして,芸 術作 品の鑑賞 とい

う立場 か らは,無 理 な言語化 を強いるこ と

で鑑賞の楽 しさを損 なうこ とのない よう,

気 を付 けたい。時には,言 語化 を しないで

お くこ ともあ り得 る。ただ し,生 徒が 自分

の力 で容易に言語化で きない場合,た とえ

ば対比す るといった手法で,こ とばに結 び

付 けてい く方法 があ る。 あ る作 品 に対 し

て,

・明るい← どち らともいえない→ 暗い

・重い ← どち らともいえない→ 軽い

といった印象語 を選 び,積 み重 ねてい くこ

とで,内 面の感性 をお もてに出 してい くこ

ともで きる。心 の動 きをことばにす るこ と

だけが重要なわけで はないが,自 分の 内面

を心情的な ことばで表現で きるこ とも,生

きて い くた めの力 と して大切 な はず であ

る。

文字による伝達の構造と

書写 ・書道

次 に言語活動 と しての,書 写か ら書道へ

の連続 もしくは相互の関連性 について考

えたい。書道1の 導入期 の実践 にお いて,

書写 と書道 とで似ている点 を強調すべ きだ

という意見 と,書 道における芸術性 あ るい

は表現性 を明確 に して,違 いを強調すべ き

だ とい う意見 とがあるか も知れ ない。 この

とき,連 続性 を強調するか,差 異 を強調す

るかではな く,そ の 「構造」 の類似性 と,

重視すべ き要素の相違 とで考 えて はどうだ

ろ うか。

まず書写 と書道のいずれ もが 「文字 を書

く」「ことばを書 く」 とい う点で一致する。

こ とばに よるコ ミュニケーシ ョンには,明

朝体で も手書 きで も変わ らない,狭 い意味

の言 語 内容 と,そ れ に伴 って伝 わる もの

(パ ラ言語 な どと言われ る もの)が ある と

される。 同 じことばで も声の調子で意味が

変わって しまうことがあ るが,手 書 きで も

同様である。 た とえば,日 常の文字 を書 く

活動 を例 にす る と,書 き殴 った ような字で

お礼状 を書 いて も,お 礼の気持 ちは伝 わ ら

ない し,久 しぶ りに友達か ら届いた手紙 や

年賀状 は宛名 の字 を見ただけで うれ しい気

持 ちになった りす る。

一方,書 の作品,た とえば漢字仮 名交 じ

りの書 の場合,見 る人 はその文言 を読み も

す るだろ うが,字 形 やそれ を構 成す る線

配置な どで表 され る作者の表現 意図を感 じ

取 ろ うとす る。言語内容 と,そ れに伴 って

伝 わる ものが あるとい う 「構 造」は,日 常

の文字 を書 く行為で も,書 道で も同 じと考

え られるだろう。

では,違 い は何か。一つは,意 図の違 い

であ る。意識 した ときは 「表現 」 とな り,

意識 しない ときは 「表出」 と考 える。 お礼

の気持 ちを込めて書いた ときに,自 然 とそ

れが現れ る とい うのは,「 表 出」 とい える

だ ろ う し,意 図 に基 づ いて工 夫す るの は

「表現」 であ る。た だ し,書 の作 品 にお い

て も,前 述 した ように,美 や感興が 自然 に

溢 れ出 した 「卒 意の書」 に属す る もの は,

美の 「表出」として理解 する ことが で きる。

もう一つの違いは,伝 わる ものが何か と

い うこ とであ る。パ ラ言語 を含 む文字の機

能 を指示機能 ・表出機能 ・美 的機能 として

捉 える考 え方があ る。指示機能 は,こ とば

が指 し示す内容 をよ りよく伝 える機能で あ

り,読 みやすい字 といったこ とか ら,商 品

のイメー ジに合致 したラベ ルの文字 といっ

た効果 まで考 えられる。表 出機能 は,お 礼
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の気持ちが文字に表れた礼状などが分か り

やすい。そ して,書 かれた文字等の美 し

さ ・意図に応 じた表現などが美的機能であ

り,書 の作品の主たる機能はこれである。

書写指導では,こ のうち,指 示機能の読

みやすいことの向上を目指してきたといえ

よう。だからといって,自 然に表れたお礼

の気持ちやその人らしさが,否 定されるべ

きものではないはずである。そのように考

えると,書 写の段階での気持ちや個性 は,

表出機能 ・美的機能による自然な 「表出」

であ り,書 道の段階では意図的な 「表現」

だと捉えることができる。

書写と書道は,意 識 と重視するものが異

なるものの,手 で書 くという広義の言語活

動 として同 じ構造で考えることができる。

「手書き」の大切な点である。そのことを,

書道1の 導入で意識することも,言 語活動

の充実につながるように思われる。伝わる

ものがより明確である書道だからこそ,広

義の言語の機能 を明確 にすることもで き

る。

なお,学 習指導要領の国語科書写の文言

のうち,特 に中学校第3学 年における 「身

の回りの多様な文字に関心をもち,効 果的

に文字を書 くこと」 とその解説は,前 述の

内容と関わって書写 と書道 とのつなが りを

示す,大 切な箇所 といえそうである。

書道が言語の機能 に果たす

役割
一動作とことばの美しさ ・

リズムー

手で文字を書 くという事実からすれば,

書道自体が広義の言語活動であるという視

点に立つこともできる。たとえば,歌 を歌
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うこと,声 優 の仕事 なども,書 道 と同様 に

学校教育 にお ける国語科 の 目標で はない。

しか し,こ とばと関わる行為 であ る。

話す ことと聞 くことも,文 字 を書 き読 む

あるいは見 ることも,人 の活動である。音

声であれば,録 音機器等の発達す る近現代

までは,人 と人 との直接 的なかかわ りが不

可欠であった。一・方,文 字 については,早

い段 階か ら明朝体の活字 な どが存在 した。

文学作 品 も,国 語の教科書で は多 くが明朝

体等 に置 き換 えられているが,本 来は作者

の動作 に よって紡 ぎ出 され,息 づかいが存

在 したはず であ る。明朝体 に比べる と,手

書 きはその動作 を時間的経過 とともにたど

るこ とがで きる。

た とえば平安期 の文学作品,和 歌 や物語

な どが,料 紙 に流麗な文字で書かれてい る

ことを確認す ることは,当 時の文化 的背景

を感 じ,こ とばの美 しさや リズムを体感す

る活動 に もつながるであろう。漢文 の学習

において,教 科書 にあるのは明朝体 か も知
てん

れないが,あ る思想 は もともと築書以前の

書体で書かれた ものであった り,あ る歴史

書 は隷書の時代に書かれた ものであった り

する。 その文字 を知るこ とで,作 者 をよ り

近 い もの と して感 じるこ とが で きるだ ろ

う。

加 えて写真版 の手書 きの 文字 に限 らず,

俳句や短歌が刻 まれた文学碑 を,地 域で実

際に見てみ るといった活動 もあ りうる。そ

れは,言 語体験 をより生 き生 きしたものに

す るだ ろう。

さ らに,手 書 きされたもの を見 るだけで

はな く,声 に出 して読 むことに よって感 じ

方が よ り深 まった りす るように,書 かれた

もの を見なが ら自身で書いてみる とい う行
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為 ・経験 か ら得 られ る もの もあ る。 また,

漢字 自体 の学習 において も,動 作の視点が

大切なはずである。

言語活動としての書道 ・書

くことの文化を伝える書道

の教師

最後 に,芸 術 としての書道 自体が,言 語

活動 の充実に当たることを確認 したい。

こ とばを選ぶ活動 どう書 くかを考 える

活動で は,自 分 自身で表現 したい ものが重

要 であ るが,一 方で,相 手 意識 ・目的意識

が重要である場合 も多いだろ う。見て くれ

る人が時に不特定多数であった り,飾 る場

所が 自分の部屋であ った りす るこ ともあろ

う。ただ,書 くとい う行為 や芸術活動が広

義の コ ミュニケー シ ョンである以上,何 ら

かの相手が存在す る。

先般の東 日本大震災にお いて,被 災 した

人 を力づ けるため に,歌 やパ フォーマ ンス

で メッセージを伝 えようとす る活動が多 く

行 われ た。 そ の中で,勇 気 づ ける こ とば

を,毛 筆 で書 いた活 動 もあ った。 こ とば

が,毛 筆 に よる身体 表現 として表れ る と,

何倍 もの力 をもって相手 に伝わ ることがあ

る。

広義の言語活動をより力強 く,暖 かいも

の とする書道であるために,指 導する立場

として,文 字を書くという言語行為を意識

しておきたい。

書の文化は,言 語文化の大事なところに

位置する可能性がある。そ して,書 くとい

う行為 ・動作をよく理解 し,歴 史的な部分

も含めて指導する力を有するのは,書 道の

教師といえるのではないだろうか。高等学

校の書道担当教員が,中 学校の書写の指導

の補助に入る事例などが報告 されている。

その際に用筆等の技術的な指導だけでな

く,手 書 きすることで伝わる様々なよさに

触れることも,重 要な役割といえるのでは

ないだろうか。
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